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があり，「猩々瀧」から下辰巳村の「寶ケ淵」の間を
殆ど燧道で鑿がれていた｡図3にはこの石垣が築造さ
れる以前の犀川に面した急斜面の崖の図が描かれて
いる。
辰巳用水調査報告書(金沢市埋蔵文化財センター，
2009）の地質調査の結果によれば，この部分は新三
紀中新世の泥岩で,膠結作用により固まったもので，
多孔質のために崖部分は膠結作用の劣化が進み，崩
壊し易い状態であったと考えられる。
所が，寛政11年5月26日申の刻（午後4時頃）に金
沢地域は震度6～7の大きな地震に雲われた（宮島，
2002)。金沢城も石垣などに大きな被害を蒙った°金
沢では家屋損壊4動169棟，倒壊26棟，死者15名の被害
が報告されている。野田・大乗寺の御廟が損壊し，
墳墓石塔の多くが倒壊した。また小立野台地の崖
も崩落したと「隣政記｣(4)に記されている（加賀藩
史料，第拾編)。さらに「辰巳御用水元より御城まで
残らず打壊し」との記録が「続漸得雑記｣(5)（加賀藩
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史料，第拾編）にある。この後，余震は8月迄たびた
び続いていた｡この歴史的事実から,図3の地域では，
崖が崩落して辰巳用水の危機となったことが推定さ
れる。この対策として，修復工事が急邊行なわれた
と見られる（図4)。
「辰巳上水図」には「末村瀧坂」の次ぎに描かれ
た「窓」に「コノ窓ヨリ下モ四十九問新くり抜，寛
政己未年出来｣とあり，「光專寺川地｣の下流にも「コ
ノ間くり抜内間二十間，寛政己未出来｣，続いて「此
間新くり抜内間五十二間，寛政己未年」の記載があ
り，これらは寛政11年(1799)にくり抜き工事が行
われていた事を意味する。この工事は金沢地震によ
り落盤した燧道の修復工事であった可能性が大きい‘
図3の地域の崖では大規模な修復工事が行なわれ,犀
川の川原から先に記した第一段の石垣（約150m)の
石垣が築造されていた。次いで，第二段(150m)お
よび第三段の石垣(125m?)が急ぎ築造されて図4に
示した「三段石垣」が完成した‘
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図'3 猩々瀧水門から寶ケ淵までの犀川に面した急斜面の崖の図「窓」が3箇所あり，此の間にくり
抜（燧道）外間332間と記されている．但し中間に江筋二間があるさらに中間に吉坂があり，
猩々瀧水門の下には「石川除」の蛇籠があり，犀川の水流からの浸食を止めていた．
↑ ↑↑↑L嬢江症”握壜瀧誰門、寶ケ淵窓
↑
犀川の蛇籠
図4「三段石垣」の完成図「辰巳上水図」より崖面に沿って誉曲した三段の石垣が築造されてい
た．第三段の石垣は1/3の長さ（約50m)が描かれている
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この絵図が何時に描かれたかは不詳であるが，寛
政11年以後であり，文化6年(1809)より以前の10
年間に絞られる。「文化六年絵図｣('）には詳しい絵図
は描かれていない。
図5に「三段石垣」の測量図を示す。
水門」を挟んで弐百九拾問（約520m)の「くり抜」
があり，続いて「士渭水」の平地に達する。この燧
道部分はこの谷の両壁に沿って「くり抜」を迂回さ
せていたことを図6は示している｡これはこの谷の部
分が粘土質の軟弱な地質であったためにこの様な難
工事を行ったと見られる，なお、この部分は現在の
金沢市森林組合緑木化センター付近にあたり、湯ノ
谷水門を目にすることが出来る。
3）湯ノ谷燧道
図6に「湯ノ谷」の崖の両側に迂回した長い「くり
抜」を示した。末村の「鳩ケ岩水門」から江筋四百
弐拾壱間（約760m)を過ぎると「湯ノ谷」の両岸を
くり抜いた燧道部分がある。この途中には「湯ノ谷
4）土清水塩消蔵（土清水塩硝蔵）
本絵図には「塩消蔵御囲」として，土渭水薬合所
三段石垣
点線は辰己用水の
くり抜き部分を示す
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図5「三段石垣」付近の測量図「国指定史跡辰巳用水保存管理計画書，金沢市（2011年)｣p.54
三段石垣が犀川の流れに沿って狭い土地に築造されていたことを示している．
一
図6湯ノ谷の腱道部分の図「湯ノ谷」の崖が描かれ，「コノ間弐百九拾間」と記されている燧道
の入口と出口を太い矢印で示した湯ノ谷水門を矢印で示した
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